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小口径配管の乾式ブラスト除染装置の開発において，ブラスト研磨とバレル研磨の独立稼働によって，そ

れぞれの模擬試料への効果を評価することで，最適な除染方法の選定や除染メカニズムの解明に資する基礎

実験を行ったのでこれを報告する． 
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 1. はじめに 

 新型転換炉「ふげん」の廃止措置において，解体し

た小口径配管に乾式除染装置を使用することにより，

輪切り切断の状態で線量低下が確認されている[1]．本

報では具体的なメカニズムを検証し，最適な除染法を

模索するための基礎研究として，乾式除染装置のブラ

スト研磨とバレル研磨に着目し，金属試料（平板試料）

の質量変化量を比較した． 

 

2. 研磨試験および結果と考察 

 研磨試験装置を図 1に示す．投射材は球形高炭素鋼粒子（φ

0.355～0.710 mm），試料は SS400 平板試料（25×25×5 mm）

を用いた．試験結果を図 2 に示す．指標として，除染面積当

たりの質量減少量を用いた．結果から，平板試料においては

除染効果の主要効果はブラスト研磨であることが考えられ

る。小口径配管の場合にはバレル研磨とブラスト研磨の共同

効果の影響も考えられ引き続き検討が必要である。 

 

3. まとめ 

 乾式除染装置のメカニズム解明に向けて，バレル研磨とブラスト研磨を単独で稼働し，金属試料の質量変

化量を測定することで，除染の効果を評価・検討した．その結果，平板試料においてはブラスト研磨の効果

が高いと考えられることがわかった．今後，小口径配管を用いた試験，表面形状測定機による表面形状への

影響の評価，ハイスピードカメラを用いたブラスト研磨とバレル研磨の粒子挙動の把握，模擬放射性汚染試

料を用いて，さらに検討・評価を行う予定である． 
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（a）ブラスト研磨機 （b）バレル研磨機 

図１ 各研磨装置 

  

（a）ブラスト研磨    （b）バレル研磨 

図２ 試験結果 

-5

-4

-3

-2

-1

0

0 5 10

質
量
変
化

[
g/
m2
]

総投射量[kg]

-5

-4

-3

-2

-1

0

0 5 10

質
量
変
化

[
g/
m2
]

時間[hr]

2C14 2020年春の年会

 2020年 日本原子力学会 - 2C14 -


